
下水道事業計画（案）に関する意見と町の考え方 

意見① 回答① 

P(2) 主な変更内容及び理由につい

て 

東和・安下庄事業期間の延伸は定期

的なものなのか、実際に予定より長く

かかるというものなのか？ 

久賀の事業期間は、今までは設定さ

れていなかったのか？ 

東和・久賀地区の変更は、追加・削

除それぞれあるが、当該区域の住民等

と調整して変更が生じるものなの

か？ 

 

本町の下水道事業計画（東和片添処理区・安下庄処理区及び久賀

大島処理区）は平成 29 年度に改定し、この計画が令和 6 年 3 月

31日に満了することから、今回は計画の内容と計画期間を令和 13

年 3月 31日に変更するものです。下水道事業計画は概ね５年から

７年となっており、今回の計画期間は７年としています。 

また今回の計画見直しで区域から追加・削除されたものがあり

ます。区域に追加した理由として、当時は田畑で区域から外れてい

たが宅地化される区域や区域外であったが比較検討し下水道の計

画区域とするなどがあります。また区域から削除した理由として

は低地などの理由により工事が困難な場合や河川等の占用許可が

得られず、やむを得ず外した区域などがあります。 

 

意見② 回答② 

 P(10) 反応槽や沈殿池が減る？ 

今２つ稼働しているものを１つ止

めるのか、更新に合わせて１つにする

のか？ 

 

 本計画（案）中、東和片添浄化センターは、反応槽を２層から１

槽に、安下庄浄化センターは、反応槽を２層から１槽に、最終沈澱

池を２池から１池としています。 

 東和片添処理区は三ヶ浦地区の面整備を進めておりますが、人

口減少により汚水量が減少するため、東和片添浄化センターは１

系列運転を行います。（現在も１系列運転中。） 

安下庄処理区の面整備は完了しており、こちらも人口減少によ

り汚水量が減少するため、安下庄浄化センターは１系列運転を行

います。（現在も１系列運転中。） 

両浄化センターともに汚水量の減少が見込まれるため、ストッ

クマネジメント計画による施設更新の対象も２系列処理ではなく

１系列処理としております。 

 

意見③ 回答③ 

P22 人口の推移について 

「減少率は旧自治体別でみると旧

大島町が最も大きい」とあるが、旧大

島町が最も小さく旧東和町が大きい

のでは？ 

 

P30表 3-12 

先述のP22と同様、「減少率」の考え

方がちがうのでは？ 

 

ご指摘のとおり、標記が間違っておりますので、再考、修正しま

した。 

  

  

質問④ 回答④ 

P22 人口の推移について 

旧町標記ではなく、最近のほかの行

政系計画のように「大島地区」「久賀

地区」「橘地区」「東和地区」としては？

（合併して何年・・・） 

 

出典元の住民基本台帳に旧町名の表示があり数値も採用しており

ます。よって、出典元と同じ旧町名で表示しております。 

質問⑤ 回答⑤ 

P53 「簡易水道」？ 

西部簡易水道、安下庄簡易水道とある

のは、何のこと？ 

 

平成 29年 4月より周防大島町水道事業となっております。西部簡

易水道や安下庄簡易水道はそれ以前の名称のため、修正しました。 



質問⑥ 回答⑥ 

P94 水利用の現状及びその見通し 

漁業、温暖化や海況変化について触

れなくていい？つくる漁業の推進に

力を入れている？ 

観光産業、マリンスポーツ等のイベ

ントだけではなく、マリンスポーツを

提供する事業者が増えているが、それ

については触れなくてもいい？

（SUPやシーカヤックなど） 

東和処理区、瀬戸内海国立公園（地

家室園地）については、触れなくてい

い？ 

→それぞれの担当部署には確認し

ているの？ 

 

ご指摘のあった事項のほか、浄化センターの放流水の影響範囲

についての記述も含め、再考、修正しました。 

質問⑦ 回答⑦ 

P98 財政計画 

こんなに増えた要因は何？ 

 

 ご指摘のあった部分は数値に誤りがありましたので、修正しま

した。 

質問⑧ 回答⑧ 

P103 ストックマネジメント 

年 2.3億円は、これから 50年毎年平

均ということ？この値が財政計画に

も反映されている？ 

 ストックマネジメント計画における改築で「年あたり 概ね 2.3

億円」を見込んでいます。また、壊れる可能性が高い施設を更新し

ていきますが、改築コストは平準化を図る見込みです。 

なお、財政計画にも反映されます。 

 

 


